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       The Experimental Study of Substitute Bladder from 
                  the Segment of Stomach 
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                           (Director  : Prof. A. Kondo) 
   The secreting function of the segment of stmach after the injection of several sorts 
of test fluids was investigated in contrast with the gastric juice secretion of the gastric 
pouch at the resting, and the secreting phase, and besides the secreting function of the 
former was observed when these test fluids were injected into the main stomach. 
   When urine was injected into the segment of stomach, the gastric juice was secreted 
from it in about same degree as at the resting phase, and the  difference in the concen-
tration of injected saline had littele influence upon the secreting function. 
   The secreting function of the segment of  stmach was generally more active in the 
case of injection into the main stomach than in that of injection into the segment of stomach 
itself. 
   It is accordingly concluded that the Heidenhain's pouch, which shall be used as the 
substitute bladder, is still the secreting function of  tho gastric juice, and that the bacterial 
growth in the reserved urine may be controled by the acid grastric juice, which seems 












其 処 で私 は各種注 入試験 液排除後 の小 胃の 分
泌機能 を調査 した.更 に之等 の試験 液を直接大
胃に注 入せ る場 合の小 胃の分泌機能 を も比 較検
討 したので其 の結 果を報 告す る。

















泌液量,遊 離塩酸,C1濃 度及びC1量 を第2篇1}に
記載せる如き方注により測定した.
実 験 成 績














鯉分虐 塵 竺 姻注入后.璽
第2図 小胃分泌液量
a)小 胃注 入 後 の 小 胃 の分 泌 液 量,
1)1時 閥 注 入後 に於 け る小 胃 の後 分泌 液 量 は,低
張 液 に ては0.4ccであ り,等 張 液 に ては0.5cc,高張
液 に て は0.9cc,更に尿 では0.7ccであ っ た.
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第3図 小胃分泌液pH
a)小 胃注 入後 の小 胃分 泌 液 で は,
1)1時 間注 入後 に於 け るpHは,低 張 液 で は6.2,
等 張液 で は6.5,高張 液 で は7.2,尿で は6.6であ っ た.
2)3時 間 注 入後 に於 け るpHは,低 張液 で は7.0,
等 張液 で は7。O,高張 液 では7.2,尿では6.6であ つ た,
b)大 胃注 入後 に於 け る小 胃分 泌 液 のpHは,低
張 液 で は4.2,等張 液 で は6.6,尿で は5.1であ っ た.
(IV)小胃分 泌液 のC1濃 度 の平 均 値 は 第4図 の如
く,休 止 期 基 礎 分 泌液 で は99.1mEq/1,分泌期 基 礎








































基 礎 分 泌
基 礎 分 泌
o.2%食獄 ノJ、胃
0.2%館 フ収 ノ」、 胃
o.9%蝕蓋フ火 ノJ、胃
o。9%館 フ火/J、 胃
5%食 塩水 小 胃
























































































測 定 不 能
87・31。 ・9
測 定 不 能









































1 基 礎 分 泌 『 q・1一 6.2 95.8 1.7
1 基 礎 分 泌 十 3.8i十 2.5 137.1 18.5
2 0.2%食塩水 小 胃 1 一 0.2 一 6.9 101.4 O.7
3 0.2%食塩水 小 胃 1 十 ㌦ 0.1 一 6.2 測 定 不 能
4 o.9%食塩水 小 胃 1 『 0.1 『 6.2 測 定 不 能
5 O。9%食 塩 水 小 胃 1 十 L2 一 6.2 117.4 5.0
6 5%食 塩水 小 胃 1 } 1.0 『 7.3 105.9 3.8
7 5%食 塩水 小 胃 1 十 0.4 一 7.4 131.9 1.9
8 尿 小 胃 1 一 O.8 一 6.6 84.5 2.4
9 尿 小 胃 1 十 1.2 } 6.8 1∞.9 4.3
14 0.2%食塩水 小 胃 3 『 0.4 一 6.9 63.4 0.9
15 0.9%食塩 水 小 胃 3 『 O.6 『 7.0 82.2 L8
























2.1 :t3.85.1 137.5128.8 20.59.6








































































































































測 定 不 能





























































































































































































a)小 胃注入 後 の小 胃分 泌液 で は,
1)1時 間注 入 後 に於 け る小 胃分 泌液 のC1濃 度 は,
低 張 液 で は96mEq/l,等張 液 では98.7mEq/1,高張
液 で は100.1mqE/l,尿で は81.4mEq/1であ った.
2)3時 間注 入 後 に於 る け小 胃分 泌 液 のC1濃 度 は,
低 張 液 で は74mEq/1,等張 液 で は83.6mEq/1,高張
液 で は92.4mEq/1,尿で は97.2mEq/1であ っ た.
b)大 胃注 入後 に於 け る小 胃分 泌液 のC1濃 度 は,低
張 液 で は129。9mEq/L等張 液 で は126.3mEq/1,高張
液 では123.7mEq/1,尿で は130.4rnEq/1であ っ た.
(V)小 胃分 泌 液 のC1量 の平 均 値 は 第5図 の 如
く,休 止期 基 礎 分 泌 液 で は3。2mg,分泌 期 基 礎 分 泌 液










塵 。脱、后=塑塑 熾 入屑
第5図 小胃分泌液C1量
a)小 胃注 入後 の小 胃分 泌 液 で は,
1)1時 聞 注 入後 に於 け るC1量 は,低 張液 で は
1.7mg,等張 液 では2.Omg,高 張 液 では3.2mg,尿
で は2.Omgで あ っ た.
2)3時 聞注 入 後 に於 け るC1量 は,低 張 液 で は0.8
mg,等 張 液 では1.5mg,高 張 液 で は1.8mg,尿で は
2.3mgであ つ た.
b)大 胃注 入 後 に 於 け る小 胃分 泌 液 のC1量 は,低
張 液 で は7.5mg,等張 液 で は8.Omg,高張 液 で は4.2






























ほぼ休止期基礎分泌液に匹敵する値 が認 め ら
























注入 した場合に比 して,小 胃の分泌が多い.即
ち代用膀 胱として使用すべきHeidenhain型
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路 疾 患 に …
マ ン デ ル 酸 ・ ウ ロ ト ロ ピ ン 結 合 体
ウ剛 トミ習錠
大腸菌、黄色=葡萄状球菌等 による尿路感染症によ く奏効す
2大特長1灘嬬 懲 繍 讐欝}τ詔 驚 整綴 顯 驚 鰹
効 能 ・腎孟 炎 ・膀 胱炎 ・膿 腎 症 ・尿 道炎 包 装 ・(0.25瓦)30鍵・100鍵・1000箆











待望の非 麻 薬 ・注 射 薬







◇持 続占性(4～10時 間持続) プ ロマ ジン塩 酸塩主 剤
◇注射 が簡便(上賭 に筋注できる)(ピラビタ・一ル・スル ピ リン・ア ロバル ビタール.塩 酸 ジフエンヒ ドラミン配合)
◇非麻薬2
cc×10A¥500
㊥ 騨 大糠 区道慨2小 野 薬 品
の め
